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大学 1 1 0 1 100
大学院・文学部 47 8 0 8 17
大学院・生活環境学部 30 1 2 3 10
国際情報学部 24 0 0 0 0
現代文化学部 0 0 0 0 0
人間科学部 41 4 3 7 17
薬学部 32 1 0 1 3
研究所・センター等 3 2 0 2 67
大　学　計 178 17 5 22 12
高等学校 51 16 16 32 63
中学校 39 13 14 27 69
幼稚園 8 0 4 4 50
教　職　計 276 46 39 85 31
助教 18 0 1 1 6
事務職員 111 19 4 23 21




















































































月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 年度 昨年度
学　生（平均） 256 189 110 87 50 124 123 100 73 64 118 106




月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 年度 昨年度
学　生（平均） 43 98 37 58 － 48 43 90 56 57 59 73







































































14　Randolph, Annie E., “LETTER FROM MRS. RANDOLPH” in The Missionary, 
















































































































































報』によると，“The Head of This School is Jesus Christ, The Love of Jesus is 
















































































39　The Presbyterian Survey, June 1946, pp. 218f. （真山光彌『愛知のキリスト教』310
頁より）
40　真山光彌，前掲書，310頁。
41　C. Darby Fulton, “Dr. Fulton’s Report,” For the Members of the Executive Committee 
of Foreign Missions: Narrative Report of the Executive Secretary to the Executive 



















学生合同の講堂礼拝が守られ 44 」る形態となった 45 。その後暫く基本的にこ














































































































































































































































































































































71　たとえば，『金城学院百年史』741-744頁，『DOUBLE JUBILEE 120/60 金城学院
創立120周年・金城学院大学設立60周年』33-34頁，等。
72　『金城学院新中・長期計画答申書』16頁。

金城学院大学キリスト教文化研究所紀要
― 52 ―
件に顕著であったと思うが，「嵐が去ってみると学校の存在が世間に広く
知られた結果となり，新しい学期毎に生徒の数も少しずつ増しました 73 」
と当時の生徒は回顧したように，危機の後に発展を見たことである。興味
深いのは，統計上からは実際には生徒総数に変化は生じていない。しかし，
同時代人にとってそのように感じる何かがあったのであろう。それをやや
簡便に標語としてまとめるとすれば，＜危機を発展・復興へと変えた要に
礼拝と祈りがあった＞となるであろう。
しかし，その標語を，標語としてのみ受け取るだけでとどまってはな
らないであろう。なぜならば，その礼拝において拝まれる対象が何であ
り，また祈りにおいて何を祈るのかという，礼拝と祈りの中身の吟味を絶
えず為されなければならないと思うからである。たとえば，戦時下の金城
において語られてきた説教は何であり，教えられてきた祈りは何であった
か 74 。いや，現代も，「無宗教的世俗化（宗教よりはこの世の価値）と世俗
的疑似宗教化（この世の価値を宗教化） 75 」という時代にあって，何が語ら
れ，聞かれ，また祈られるべきかは，金城における全説教者，全礼拝者が
吟味し続けるべきことであろう。
これから　最後に，今後，金城学院大学はどのような歩みをなすべきか。
キリスト教主義を標榜している金城であるが，世間体からは，「『お嬢様大
学といえば金城学院大学』というイメージが強固で，金城学院大学の『お
嬢様』は『お金持ち』『派手・ブランド好き』……といったイメージを抱
かれている。また……人格教育に力を入れているイメージは弱く，『キリ
スト教精神に基づいた教育を行っている』ということもあまり浸透してい
73　坂井ふさ（鍵元）［明治44年――1911年］女学校，「祈りつづけた不敬罪事件の
日々」，『金城学院創立百周年記念文集みどり野』64-65頁。
74　同時代の雰囲気については，たとえば，『金城学院創立百周年記念文集みどり野』
250頁等。
75　芳賀力「救済への問い　その2　日本人の共同幻想」（季刊『教会』第102号，日
本基督教団・改革長老教会協議会・教会研究所，2016年２月所収），33頁。

金城学院大学におけるキリスト教教育の歩み
― 53 ―
ない 76 」とされる。このイメージは，昔から変わらない非常に強固なもの
がある 77 。客観的に見て，キリスト教教育を行う環境は，戦前よりも恵ま
れた時代状況に置かれている 78 。それだけに，なお一層の，キリスト教の
営為の充実が求められる。
教授する側・事務を担う側として，その鍵となるのは，礼拝又は祈りに
基礎づけられた，キリスト者であるなしを問わない教職員一同の協働であ
ろう。本稿ではほとんど触れることが出来なかったが，大学教員には「金
城学院大学教員キリスト教セミナー」，事務職員には「金城学院事務関係
者修養会」というプログラムがある。たとえば，前者は前身のものを含め
るとすでに40年以上の歴史があり，2001（平成13）年までは一泊をかけて
76　㈱新東通信によるアウター調査（2004年8月25日）より。㈱新東通信は，「〔金城
学院〕大学の理念，志を基に，『強く，優しく。』という教育スローガンを制定し，
一貫した広告，イベントなどのコミュニケーション活動を通して，大学の魅力を学
内外に発信して」いる＜http://www.shinto-tsushin.co.jp/topics/work11.html＞（2016年
11月30日閲覧）。なお，調査資料の本稿への転載に際しては，総務部の許可を得て
いる。
77　たとえば，昭和初期にも「おしやれで金がかゝる」と言われたり（澤田正子（昭
和8年卒業生）「在校時代の思ひ出」，『金城学院創立百周年記念文集みどり野』242
頁），それは昭和後期も同様であった（今井光映（学長）は，「金城学院大生のイ
メージ――その真なるものを求めて――」，『金城台』第126号，1981年4月10日の中
で，「金城学院大学，世評によれば『物質的に恵まれた家庭の子女が通う大学』で
あるとか，『お嬢さん学校』であるとか，表面的にとらえられ，評価されて」しまっ
ている，という分析を記している。それをふまえ今井光映（学院長）は，「キリス
トの「かほり」を運ぶ金城学院大生に」，『金城台』第195号，1998年7月10日の中で，
「金城学院大学生を社会一般が見る目の一つに，『ブランドもの所持志向』というこ
とが言われます。このような目に見えるものによる特質の評価だけで良いのでしょ
うか。金城学院大学生の金城学院大学生であるゆえんは，愛そのものの神と，その
愛の極致としてのイエス・キリストを，心の庭に迎え，心の中心に据え，慕う，そ
のココロの働きが，品位，気韻（アロマ）となって現れるところにあります」と訴え，
述べている）。
78　「あえて宗教に関して言えば，戦後の日本人では宗教心が薄らいだ，すなわち無
宗教の人が目立ってきた，という特色があるので，特定の宗教系学校に対する批判
や干渉のなくなった時代でもある」（橘木俊詔『宗教と学校』河出書房新社，2013年，
52頁）。
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行われていた（但し2001年は台風で中止）。そして具体的教授のあり方と
して，課題を解決しつつのキリスト教関連科目の展開が見込まれる。
如上のような営為と共に，学生へは，昔からの変わらぬ課題である，2
年生以上の礼拝出席がより盛んになることへの工夫を模索したい 79 。その
ことを通して，学生たちも，礼拝に「金城学院の命」があることを知り，
礼拝を尊重していくものであって欲しいと願うところである。
学習と学生生活アンケート
  ≪2012年度実施分と2015年度実施分との比較≫
2012年度実施分 2015年度実施分
問（キリスト教センター）本学での礼拝は、あなたの人生において良い影響があると思いますか
選択肢 回答数 回答数の比率（％）
１　良い影響があると思う 384 13.4
２　どちらかといえば良い影響があると思う 1,233 43.2
３　あまり良い影響はないと思う 518 18.1
４　まったく影響はないと思う 721 25.2
合　計 2,856 100
上に掲げた図は，大学履修支援センターで2015年度に2年生以上を対象
に実施された「学習と学生生活アンケート」から，礼拝にかかわる部分の
結果をまとめたものである。礼拝経験が，人生において良い影響が「まっ
たくないと思う」「あまりないと思う」と答えた学生は，43％にものぼる。
筆者は，礼拝の言葉が学生に届いていないのではないか？と思う度ごとに，
折に触れて思い出す次の文章を噛みしめる。
金城は昔からミッションスクールと呼ばれた基督教主義学校である
が，伝道週間だ修養会だという学校側の努力にも拘らず信仰を抱いて
基督者になった人は極めて少なく大多数の人は卒業後教会や聖書から
79　1968（昭和43）年の文章にも，「二年生以上のチャペル出席のわるさ」について
の言及がある（富田望「チャペル雑談」，『金城台』第64号，1968年5月3日。
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遠去かっているのが実情かと思う。しかし私は金城学院の学窓生活を
通じて，はっきり言葉に現わした信仰ではなく具体的な神の助けの確
信でなくても，すべての卒業生の魂の奥底に最も大切な人生観の基盤
が造られていったのだということを知り非常に嬉しく思った 80 。
かつてイエスは洗足の場面で弟子たちに対して次のように言われた。
「わたしのしていることは，今あなたには分かるまいが，後で，分かるよ
うになる」と（新約聖書「ヨハネによる福音書」第13章7節）――その意
義は後になって分かってくるものであろう。それは，別の調査が明らかに
してくれている通りである 81 。金城の命としての礼拝を中心とした営みを
する時，それがいつか，卒業生の命を支えることに通じる――そのことを
信じつつ，祈りの心をもって諸課題に取り組み，務めを果たすものであり
たい。
以上
80　村上忠敬「いしずえ――金城が生きている」（1976年10月15日，金城学院みどり
野会修養会），村上忠敬『秋津供養』編集兼発行者村上忠敬，中本総合印刷株式会
社印刷，昭和52年10月30日所収，93-94頁。村上忠敬は天文学者，元金城女子専門
学校教授（1932年4月～ 38年10月在職）。
81　菅野幸恵「『卒業生調査』からみる学生生活」，『青山学院女子短期大学総合文化
研究所年報』第23号，2015年，51-65頁。この青山学院女子短期大学の年代別卒業
生調査によれば，「キリスト教教育」の有意義性については，年齢を重ねるごとに
微増することがうかがえるのである。
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